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 【
論
文
】章

学
誠
の
著
述
観
（
下
）

 

渡　

邉　
　
　

大 

 

概
要
：
本
稿
は
、
章
学
誠
の
主
著
で
あ
る
『
文
史
通
義
』『
校
讎
通
義
』
か
ら
そ
の
著
述
観
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

前
号
掲
載
の
上
篇
に
お
い
て
は
、
章
学
誠
が
六
経
皆
史
説
と
と
も
に
唱
え
て
い
た
古
人
不
著
説
は
、
後
代
に
お
け
る
個
人
の
著
述
を
否

定
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、『
文
史
通
義
』
は
著
述
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、『
校
讎
通
義
』
は
学
術
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
体
系
的
・
通

時
的
に
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ら
は
い
わ
ば
校
讎
学
的
思
考
と
も
い
う
べ
き
も
の
に
支
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、

章
学
誠
の
校
讎
学
的
思
考
は
『
漢
書
』
藝
文
志
の
研
討
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。

今
号
掲
載
の
下
篇
に
お
い
て
は
、
章
学
誠
の
校
讎
的
思
考
は
、
義
理
・
考
拠
・
詞
章
が
対
立
し
て
い
た
当
時
の
学
術
の
あ
り
方
に
対
し

て
も
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
道
の
展
開
、
道
の
一
端
と
し
て
、
個
人
の
著
述
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
著
述
の
条
件
と
し
て
個

人
の
性
情
と
一
家
言
が
重
視
さ
れ
た
こ
と
、
章
学
誠
が
手
が
け
た
地
方
志
編
纂
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
主
張
を
実
践
す
べ
く
意
図
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
章
学
誠
の
学
術
史
に
お
け
る
意
義
は
「
辨
章
学
術
」「
考
鏡
源
流
」
と
い
う
立
場
か
ら
学
術
史
・
著
述
史
を
総
括
し
よ
う

と
し
た
点
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
章
学
誠　

文
史
通
義　

校
讎
通
義　

目
録
学　

著
述
観
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六
、
義
理
・
考
拠
・
詞
章

章
学
誠
の
校
讎
的
思
考
法
は
、
当
時
の
学
問
の
あ
り
方
に
対

し
て
も
向
け
ら
れ
て
い
た
。
所
謂
「
義
理
」「
考
拠
」「
詞
章
」

の
対
立
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
夙
に
程
頤
に
よ
っ
て
「
古
之
學

者
一
、
今
之
學
者
三
、
異
端
不
与
焉
。
一
曰
文
章
之
學
、
二
曰

訓
詁
之
學
、
三
曰
儒
者
之
學
。
…
…
今
之
學
者
有
三
弊
。
一
溺

於
文
章
、
二
牽
於
訓
詁
、
三
惑
於
異
端
。
欲
趨
道
、
捨
儒
者
之

學
不
可
。」（
二
程
遺
書
巻
十
八
）
と
提
起
さ
れ
て
い
た
が
、
清
代

に
な
っ
て
、
戴
震
（
一
七
二
四
〜
一
七
七
七
）
の
「
古
今
學
問
之

徒
、
其
大
致
有
三
。
或
事
於
理
義
、
或
事
於
制
數
、
或
事
於
文

章
。
事
於
文
章
者
、
等
而
末
者
也
。」（
與
方
希
原
書
）
な
ど
の

発
言
を
き
っ
か
け
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
盛
ん
に
議
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
一
。
こ
れ
に
対
し
、
章
学
誠
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

學
問
之
道

0

0

0

0

、
有
流
有
別

0

0

0

0

。
尚
考
證
者
薄
詞
章

0

0

0

0

0

0

0

、
索
義
理
者

0

0

0

0

略
徴
實

0

0

0

。
随
其
性
之
所
近
而
各
標
獨
得
、
…
…
必
欲
各
分
門

戸
、
交
譏
議
則
義
理
入
虛
無

0

0

0

0

0

、
考
證
徒
爲
糟
粕

0

0

0

0

0

0

、
文
章
祇
爲

0

0

0

0

玩
物

0

0

。
…
…
惟
自
通
人
論
之
不
然
。
考
證
即
以
實
此
義
理

0

0

0

0

0

0

0

0

而

文
章
乃
所

0

0

0

0

以
達
之
之
具
。
…
…
往
僕
以
讀
書
當
得
大
意
、
又

年
少
氣
鋭
、
專
務
渉
獵
、
四
部
九
流
、
泛
覽
不
見
涯

、
好

立
議
論
、
高
而
不
切
、
攻
排
訓
詁
、
馳
騖
空
虛
、
蓋
未
嘗
不

然
、
自
喜
以
爲
得
之
。
獨
怪
休
寧
戴
東
原
振
臂
而
呼
曰
「
今

之
學
者
、
毋
論
學
問
文
章
、
先
坐
不
曾
識
字
」。
僕
駭
其
説
、

就
而
問
之
。
則
曰
「
予
弗
能
究
先
天
後
天
、
河
洛
精
蘊
、
即

不
敢
讀
『
元
亨
利
貞
』。
弗
能
知
星
躔
歳
差
、
天
象
地
表
、

即
不
敢
讀
『
欽
若
敬
授
』。
弗
能
辨
聲
音
律
呂
、
古
今
韻
法
、

即
不
敢
讀
『
關
關
雎
鳩
』。
弗
能
考
三
統
正
朔
、『
周
官
』
典

禮
、
即
不
敢
讀
『
春
王
正
月
』」。
僕
重
愧
其
言
。
因
憶
向
日

曾
語
足
下
所
謂
「
學
者
祇
患
讀
書
太
易
、
作
文
太
工
、
義
理

太
貫
」
之
説
、
指
雖
有
異
、
理
實
無
殊
。
近
從
朱
先
生
游
、

亦
言
甚
惡
輕
雋
後
生

腹
空
談
義
理
、
故
凡
所
指
授
、
皆
欲

學
者
先
求
徵
實
、
後
議
擴
充
。
所
謂
不
能
信
古
、
安
能
疑
經
、

斯
言
實
中
癥
結
。
僕
則
以
爲
學
者
祈
向
實
有
專
屬

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
博
詳
反

0

0

0

約0

、
原
非
截
然
分
界

0

0

0

0

0

0

。

　

（
学
問
の
道
に
は
流
別
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
考
証
を
尊
ぶ
者
は
詞
章

を
軽
ん
じ
、
義
理
を
求
め
る
者
は
実
証
を
疎
か
に
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
が
持
ち
前
の
近
い
と
こ
ろ
に
し
た
が
っ
て
独
自
に
獲
得
し
た
も
の

を
標
榜
し
、…
…
門
戸
を
張
っ
て
互
い
に
謗
り
、義
理
は
虚
無
に
入
り
、
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考
証
は
い
た
ず
ら
に
糟
粕
を
な
し
、
文
章
は
た
だ
玩
物
を
な
す
の
み
、

な
ど
と
い
い
あ
う
も
の
で
す
。
…
…
た
だ
通
人
の
論
だ
け
は
異
な
っ

て
い
ま
す
。
考
証
は
義
理
を
確
か
な
も
の
に
し
、
文
章
は
そ
れ
を
届

け
る
た
め
の
手
段
と
す
る
の
で
す
。
…
…
か
つ
て
私
は
読
書
は
大
意

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
年
若
く
血
気
盛
ん
で
も

あ
っ
た
た
め
、
も
っ
ぱ
ら
渉
猟
に
つ
と
め
て
は
四
部
九
流
を
乱
読
し

て
際
限
な
く
、
議
論
を
好
ん
で
は
高
所
に
た
つ
の
み
で
精
切
で
な
く
、

訓
詁
を
排
撃
し
て
空
虚
を
疾
駆
す
る
ば
か
り
で
し
た
。
い
つ
も
そ
の

よ
う
な
調
子
で
し
た
が
、
自
分
で
は
満
足
し
、
そ
れ
で
よ
い
と
お
も
っ

て
い
ま
し
た
。
た
だ
腑
に
落
ち
ず
に
い
た
の
は
、
休
寧
の
戴
東
原
が
、

「
今
の
学
者
は
学
問
に
し
て
も
文
章
に
し
て
も
、
ま
ず
も
っ
て
文
字
を

識
ろ
う
と
し
な
い
」
と
喧
伝
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
私
は
そ
の
説
に

驚
い
て
問
う
て
み
た
と
こ
ろ
、「
私
は
、
先
天
後
天
、
河
図
洛
書
の
精

義
を
究
め
な
い
う
ち
に
は
、
易
の
『
元
亨
利
貞
』
な
ど
読
も
う
と
は

お
も
わ
な
い
。
天
体
の
運
行
、天
象
地
理
を
理
解
し
な
い
で
書
の
『
欽

若
敬
授
』
を
読
も
う
と
は
お
も
わ
な
い
。
音
韻
・
音
学
、
古
今
の
韻

律
を
辨
じ
る
ま
で
は
詩
の
『
関
関
雎
鳩
』
を
読
も
う
と
は
お
も
わ
な

い
。
三
統
の
正
朔
、周
礼
の
典
礼
を
考
察
せ
ず
に
春
秋
の『
春
王
正
月
』

を
読
も
う
と
は
お
も
わ
な
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
私
は
そ
の
発
言

に
慚
愧
の
念
を
い
だ
か
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
か
つ

て
貴
方
と
語
っ
た
と
こ
ろ
の
、「
学
ぶ
者
は
た
だ
読
書
が
安
直
で
あ
る

こ
と
、
作
文
が
技
巧
に
走
る
こ
と
、
義
理
が
堅
牢
で
あ
る
こ
と
を
憂

え
る
」
と
い
う
こ
と
ば
を
お
も
い
だ
し
た
の
で
す
。
内
容
に
違
い
は

あ
る
も
の
の
、
理
屈
は
同
じ
も
の
で
す
。
近
頃
、
朱
筠
先
生
の
と
こ

ろ
に
お
り
ま
す
が
、
先
生
は
、
軽
薄
才
子
の
後
学
が
中
身
も
な
く
義

理
を
語
る
こ
と
を
嫌
っ
て
、
そ
の
指
導
は
学
ぶ
者
に
ま
ず
実
証
を
求

め
、
そ
の
後
、
拡
充
し
て
い
く
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

古
を
信
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
経
を
疑
う
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
発
言

は
実
に
病
根
を
つ
い
た
も
の
で
す
。
私
が
お
も
う
に
学
ぶ
者
は
専
門

を
求
め
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
博
学
多
識
と
帰
納
反
約
と
は
、

本
来
截
然
と
判
別
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。）

 

（
與
族
孫
汝
楠
論
學
書
）

こ
こ
に
は
、
義
理
を
根
本
に
据
え
な
が
ら
、
そ
の
追
求
、
表
象

の
た
め
に
は
、
考
証
と
詞
章
と
を
と
も
に
必
要
と
す
る
と
い
う

章
学
誠
の
折
衷
的
態
度
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
錢
穆
は
名

著
『
中
國
近
三
百
年
學
術
史
』
に
お
い
て
「
實
齋
著
述
最
大
者
、

爲
文
史
・
校
讎
兩
通
義
、
近
代
學
者
、
亦
率
以
文
史
家
目
之
。

然
實
齋
著
通
義
、
實
爲
箴
砭
當
時
經
學
而
發
、
此
意
則
知
者
甚

尠
。」
と
述
べ
、
章
学
誠
の
学
問
を
当
時
の
経
学
に
対
す
る
反
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撥
と
と
ら
え
て
い
る
。
ま
た
、
余
英
時
は
、
そ
れ
を
う
け
て
の

こ
と
で
あ
ろ
う
、「
他（
章
学
誠
）以
『
文
史
』
爲
範
囲
而
與
『
經
學
』

相
抗
、
以
『
校
讎
』
爲
方
法
而
與
『
訓
詁
』
相
抗
。
戴
震
由
訓

詁
而
通
經
以
明
『
道
』、
章
氏
則
代
之
以
由
校
讎
而
通
文
史
以

明
『
道
』。」（『
論
戴
震
與
章
学
誠
』
増
訂
本
、
三
聯
書
店
、
二
〇
一
二

年
、
も
と
、
一
九
七
六
年
）
と
述
べ
、
そ
の
対
象
を
さ
ら
に
戴
震

の
訓
詁
に
絞
り
込
ん
で
い
る
。
上
文
に
み
た
よ
う
に
、
章
学
誠

自
身
が
章
学
誠
の
主
張
に
疑
問
を
抱
い
て
い
た
の
は
間
違
い
な

い
し
、『
文
史
通
義
』
朱
陸
篇
が
戴
震
を
念
頭
に
お
い
て
書
い

た
と
い
う
こ
と
を
章
学
誠
は
後
年
自
ら
述
懐
し
て
い
る
こ
と
か

ら
し
て
も
、
錢
余
両
者
の
説
は
肯
わ
ざ
る
を
得
な
い
点
も
あ
る

が
、
次
に
挙
げ
る
一
文
か
ら
は
章
学
誠
は
一
概
に
訓
詁
（
ま
た

考
証
と
い
う
手
法
）
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
も
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
よ
う
。

後
儒
途
徑
所
由
寄
、則
或
於
義
理

0

0

、或
於
制
數

0

0

、或
於
文
辭

0

0

、

三
者
其
大
較
矣
。三
者
致
其
一

0

0

0

0

0

、不
能
不
緩
其
二

0

0

0

0

0

0

、理
勢
然
也

0

0

0

0

。

知
其
所
致
為
道
之
一
端

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
而
不
以
所
緩
之
二
為
可
忽

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
則
於

0

0

斯
道
不
遠
矣

0

0

0

0

0

。
徇
於
一
偏
、
而
謂
天
下
莫
能
尚
、
則
出
奴
入

主
、交
相
勝
負
、所
謂
物
而
不
化
者
也
。是
以
學
必
求
其
心
得

0

0

0

0

0

0

、

業
必
貴
於
專
精

0

0

0

0

0

0

、
類
必
要
於
擴
充
、
道
必
抵
於
全
量
、
性
情

0

0

喩
於
憂
喜
憤
樂

0

0

0

0

0

0

、
理
勢
達
於
窮
變
通
久

0

0

0

0

0

0

0

0

、
博
而
不
雜
、
約
而

不
漏
、
庶
幾
學
術
醇
固
、
而
於
守
先
待
後
之
道
、
如
或
將
見

之
矣
。

　

（
後
儒
の
方
途
に
は
、
義
理
に
お
い
て
す
る
も
の
、
制
数
〔
考
拠
〕
に

お
い
て
す
る
も
の
、
文
辞
〔
詞
章
〕
に
お
い
て
す
る
も
の
が
あ
り
、
三

者
は
そ
の
代
表
で
あ
る
。
三
者
の
う
ち
一
を
用
い
れ
ば
、
他
の
二
者

が
等
閑
に
な
る
の
は
理
勢
の
当
然
で
あ
る
。
そ
の
致
す
と
こ
ろ
が
道

の
一
端
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
知
り
、
等
閑
に
し
て
い
る
二
者
を
あ
な

ど
ら
な
け
れ
ば
道
に
お
い
て
遠
か
ら
ず
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
端

に
偏
っ
た
ま
ま
、
天
下
に
は
こ
れ
以
上
つ
け
加
え
る
べ
き
も
の
は
な

い
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
門
戸
の
見
に
固
執
し
て
対
立
し
あ
う
こ

と
に
な
る
。
物
に
と
ら
わ
れ
て
変
化
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
学
問
は
心
得
を
求
め
、
事
業
は
専
一
を
貴
び
、
門
類
は
拡
充

を
要
し
、
道
は
全
量
に
達
し
、
性
情
は
憂
喜
憤
楽
に
よ
っ
て
喩
り
、
理

勢
は
窮
変
通
久
に
達
す
る
。
博
に
し
て
雑
な
ら
ず
、約
に
し
て
漏
せ
ず

で
あ
っ
て
こ
そ
、
学
術
は
純
粋
、
堅
固
と
な
っ
て
、
先
聖
の
教
え
を
守

り
、
後
学
を
待
つ
と
い
う
点
に
お
い
て
、
理
想
の
人
物
に
出
会
え
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。） 

（
博
約
下
）
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ま
た
、そ
の
こ
と
と
と
も
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、博
学・

多
識
よ
り
も
専
門
・
反
約
（
帰
納
）
を
尊
重
す
る
章
学
誠
の
立
場

で
あ
る
。
専
門
と
反
約
と
は
と
も
に
章
学
誠
の
校
讎
的
思
考
と
密

接
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
こ
で

は
特
に
章
学
誠
が
各
人
が
有
す
べ
き
と
す
る
専
門
を
そ
れ
ぞ
れ

の
性
情
と
結
び
つ
け
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
二
。

夫
學
有
天
性
焉

0

0

0

0

0

、
讀
書
服
古
之
中

0

0

0

0

0

0

、
有
入
識
最
初

0

0

0

0

0

、
而
終

0

0

身
不
可
變
易
者
是
也

0

0

0

0

0

0

0

0

。
學
又
有
至
情
焉

0

0

0

0

0

0

、
讀
書
服
古
之
中

0

0

0

0

0

0

、

有
欣
慨
會
心

0

0

0

0

0

、而
忽
焉
不
知
歌
泣
何
從
者
是
也

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
功
力
有
餘
、

而
性
情
不
足
、
未
可
謂
學
問
也
。
性
情
自
有
、
而
不
以
功
力

深
之
、
所
謂
有
美
質
而
未
學
者
也
。

　

（
そ
も
そ
も
学
問
に
は
天
性
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
読
書
服
古
に
際
し

て
最
初
に
感
得
さ
れ
、
終
身
変
わ
る
こ
と
の
な
い
も
の
が
そ
れ
で
あ

る
。学
問
に
は
ま
た
至
情
と
い
う
も
の
が
あ
り
、読
書
服
古
に
際
し
て
、

欣
然
と
心
に
適
い
、
忽
焉
と
し
て
涌
き
起
こ
る
感
情
が
何
に
よ
る
も

の
か
分
か
ら
な
い
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
い
く
ら
努
力
し
て
も
性
情

が
不
足
し
て
い
れ
ば
学
問
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
性
情
が
あ
っ

た
し
て
も
努
力
に
よ
っ
て
深
め
な
け
れ
ば
、
美
質
に
し
て
未
だ
学
ば

ざ
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。） 

（
博
約
中
）

こ
の
ほ
か
に
も
、「
高
明
者
多
獨
斷
之
學
、
沈
潛
者
尚
考
索

之
功
、
天
下
之
學
術
、
不
能
不
具
此
二
途
。
譬
猶
日
昼
而
月

夜
、
暑
夏
而
寒
冬
、
以
之
推
代
而
成
歳
功
、
則
有
相
需
之
益
。

以
之
自
封
而
立
畛
域
、
則
有
兩
傷
之
弊
。（
高
明
な
者
に
は
「
独

断
」
の
学
問
が
多
く
、
沈
潜
な
者
は
考
証
の
功
績
を
と
う
と
ぶ
。
天
下

の
学
術
は
こ
の
二
つ
の
方
途
を
備
え
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
れ

は
日
が
昼
を
月
が
夜
を
照
ら
し
、
夏
暑
く
冬
寒
い
こ
と
で
時
が
流
れ
年

が
お
わ
る
よ
う
な
も
の
で
、
互
い
に
必
要
と
す
る
こ
と
で
効
果
が
あ
が

る
の
だ
。
自
ら
境
界
を
設
け
て
譲
ら
な
け
れ
ば
、
と
も
に
弊
害
が
生
じ

て
し
ま
う
。）」（
答
客
問
中
）
な
ど
、
章
学
誠
は
、
各
自
の
性
情
に

あ
わ
せ
た
学
問
の
あ
り
方
と
、
義
理
・
考
拠
・
詞
章
に
代
表
さ

れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
の
あ
り
方
に
つ
い
て
相
補
的
な
作
用
と

を
繰
り
返
し
主
張
す
る
。
次
に
引
く
、
尊
徳
性
と
道
問
学
と
の

対
立
に
つ
い
て
の
見
解
は
そ
の
よ
う
な
章
学
誠
の
思
考
の
面
目

躍
如
た
る
と
こ
ろ
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

宋
儒
有
朱
陸
、
千
古
不
可
合
之
同
異
、
亦
千
古
不
可
無
之

同
異
也
。
末
流
無
識
、
爭
相
詬
詈
、
與
夫
勉
爲
解
紛
、
調
停

兩
可
、
皆
多
事
也
。
然
謂
朱
子
偏
於
道
問
學
、
故
爲
陸
氏
之

學
者
、
攻
朱
氏
之
近
於
支
離
。
謂
陸
氏
之
偏
於
尊
德
性
、
故
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爲
朱
氏
之
學
者
、
攻
陸
氏
之
流
於
虛
無
。
各
以
所
畸
重
者
爭

其
門
戸
、
是
亦
人
情
之
常
也
。

　

（
宋
儒
に
は
朱
陸
の
異
同
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
永
遠
に
一
致
す
る
こ
と

の
な
い
違
い
で
あ
り
、
ま
た
、
永
遠
に
な
く
な
ら
な
い
違
い
で
あ
る
。

末
流
は
そ
れ
が
分
か
ら
ず
に
、
互
い
に
罵
り
あ
っ
た
り
、
無
理
に
折

り
合
い
を
つ
け
て
両
者
を
仲
裁
し
よ
う
と
す
る
が
、
ど
ち
ら
も
余
計

な
こ
と
で
あ
る
。
と
は
い
い
な
が
ら
朱
子
は
道
問
学
に
偏
っ
て
い
る

た
め
に
陸
学
は
朱
子
を
ば
ら
ば
ら
だ
と
批
判
す
る
し
、
陸
氏
は
尊
徳

性
に
偏
っ
て
い
る
た
め
に
朱
子
学
は
陸
氏
は
虚
無
に
陥
っ
て
い
る
と

批
判
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
偏
向
に
よ
っ
て
互
い
に
門
戸
を
争
う
の
も

人
情
の
常
で
は
あ
る
。） 

（
朱
陸
篇
）

こ
の
よ
う
な
章
学
誠
の
態
度
に
は
考
拠
一
辺
倒
で
あ
っ
た
当
時

の
学
風
に
対
す
る
危
惧
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
れ
は
、
考
拠
に
走
る
学
者
た
ち
の
、
自
ら
の
性
情
に
対
す
る

無
反
省
に
対
す
る
危
惧
で
あ
る
と
と
も
に
学
風
の
循
環
に
対
す

る
無
理
解
に
対
す
る
危
惧
で
も
あ
っ
た
。

天
下
不
能
無
風
氣
、
風
氣
不
能
無
循
環
、
一
陰
一
陽
之
道
、

見
於
氣
數
者
然
也
。
所
貴
君
子
之
學
術
、為
能
持
世
而
救
偏
、

一
陰
一
陽
之
道
、
宜
於
調
劑
者
然
也
。
風
氣
之
開
也
、
必
有

所
以
取
、
學
問
文
辭
與
義
理
、
所
以
不
無
偏
重
畸
輕
之
故
也
。

風
氣
之
成
也
、
必
有
所
以
敝
、
人
情
趨
時
而
好
名
、
徇
末
而

不
知
本
也
。
是
放
開
者
雖
不
免
於
偏
、
必
取
其
精
者
、
為
新

氣
之
迎
。
敝
者
縱
名
為
正
、
必
襲
其
偽
者
、
為
末
流
之
托
。

此
亦
自
然
之
勢
也
。
而
世
之
言
學
者
、
不
知
持
風
氣
、
而
惟

知
徇
風
氣
。

　

（
天
下
に
は
風
気
が
な
い
わ
け
に
は
い
か
ず
、
風
気
は
循
環
せ
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
。
一
陰
一
陽
の
道
が
季
節
の
循
環
と
な
っ
て
現
れ
る
の

も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
尊
ぶ
べ
き
君
子
の
学
問
が
世
道
を
維
持
す
る

た
め
偏
向
を
正
す
の
は
、
一
陰
一
陽
の
道
が
調
剤
に
お
い
て
効
力
が

あ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
風
気
が
ひ
ら
か
れ
る
に
は
、
必
ず
重
点

を
置
く
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
で
、
学
問
、
文
辞
、
義
理
の
い
ず
れ
か

に
偏
重
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
風
気
が
で
き
あ
が
れ
ば
必

ず
弊
害
が
生
ず
る
。
人
情
と
し
て
時
勢
に
趨
き
流
行
を
追
う
も
の
だ

が
、
末
流
に
従
い
、
大
本
を
理
解
し
な
い
者
が
現
れ
る
。
こ
れ
を
解

放
す
る
者
は
や
は
り
偏
向
を
免
れ
な
い
が
、
き
っ
と
そ
の
精
髄
を
獲

得
し
て
新
た
な
風
気
を
呼
び
込
む
の
で
あ
る
。
弊
害
を
な
す
も
の
は

正
統
を
求
め
な
が
ら
そ
の
過
ち
を
襲
っ
て
末
流
の
託
す
と
こ
ろ
と
な

る
。こ
れ
も
ま
た
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
る
。世
の
学
を
論
じ
る
者
は
、
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風
気
を
持
す
こ
と
を
知
ら
ず
、
た
だ
風
気
に
従
う
こ
と
を
知
る
の
み

で
あ
る
。） 

（
原
学
下
）

章
学
誠
が
、
学
問
に
お
け
る
性
情
と
風
気
の
循
環
と
を
重
視
し

た
こ
と
は
、
学
術
の
変
遷
を
必
然
不
可
避
の
も
の
と
し
、
諸
学

を
折
衷
相
補
的
視
点
で
と
ら
え
る
校
讎
的
思
考
か
ら
説
明
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
思
考
法
は
、
ひ
ろ
く

理
解
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
自
身
章
学
誠
も

十
分
理
解
は
し
て
い
た
が
、
時
に
は
自
得
し
、
時
に
は
不
平
を

漏
ら
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
示
す
文
章
を
そ
れ
ぞ
れ
あ
げ
て

本
節
の
結
び
と
し
た
い
三
。

近
刻
數
篇
呈
誨
。
題
似
説
經
、
而
文
實
論
史
。
議
者
頗
譏

小
子
攻
史
而
強
説
經
、
以
爲
有
意
爭
衡
、
此
不
足
辨
也
。
戴

東
原
之
經
詁
可
謂
深
矣
、
乃
譏
朱
竹

氏
本
非
經
學
、
而
強

爲
『
經
義
考
』
以
有
爭
名
、使
人
啞
然
笑
也
。
朱
氏
『
經
考
』

乃
史
學
之
流
、
劉
班
『
七
略
』『
藝
文
』
之
義
例
也
。
何
嘗

有
爭
經
學
意
哉
。
且
古
人
之
於
經
史

0

0

0

0

0

0

、
何
嘗
有
彼
疆
此
界

0

0

0

0

0

0

0

、

妄
分
孰
輕
孰
重
哉
。
小
子
不
避
狂
簡
、
妄
謂
史
學
不
明
、
經

師
即
伏
孔
賈
鄭
、
祇
是
得
半
之
道
。『
通
義

0

0

』
所
爭

0

0

、
但
求

0

0

古
人
大
體

0

0

0

0

、
初
不
知
有
經
史
門
戸
之
見
也

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

　

（
近
刻
の
数
編
を
差
し
上
げ
ま
す
。
題
目
は
経
を
説
く
よ
う
で
あ
り
ま

す
が
実
際
は
史
を
論
ず
る
も
の
で
す
。
論
者
た
ち
は
私
が
史
学
を
専

攻
し
な
が
ら
無
理
に
経
を
説
い
た
も
の
と
謗
り
、
意
を
も
っ
て
論
争

す
る
も
の
と
と
ら
え
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
言
う
に
及
ば
ぬ
こ
と

で
す
。
戴
震
の
経
書
に
対
す
る
造
詣
は
深
い
も
の
で
す
が
、
朱
彝
尊

が
経
学
を
本
業
と
し
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
し
い
て
『
経
義
考
』
を

な
し
、
経
の
名
を
冒
そ
う
と
し
た
な
ど
と
い
う
の
は
お
笑
い
ぐ
さ
で

す
。
朱
氏
の
『
経
義
考
』
は
史
学
の
流
れ
で
あ
っ
て
、
劉
歆
『
七
略
』

や
班
固
『
漢
書
』
藝
文
志
の
義
例
を
汲
む
も
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て

経
学
に
挑
も
う
と
す
る
意
な
ど
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
い
え
ば

古
人
は
経
史
に
お
い
て
境
界
を
設
け
た
り
軽
重
を
つ
け
た
り
な
ど
し

た
も
の
で
し
ょ
う
か
。
狂
簡
の
評
を
お
そ
れ
ず
に
妄
言
さ
せ
て
も
ら

え
ば
、
史
学
が
不
明
で
あ
れ
ば
、
経
学
上
の
師
が
た
と
え
伏
生
、
孔

安
国
、
賈
逵
、
鄭
玄
の
よ
う
な
碩
学
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
道
の
半

ば
ま
で
し
か
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
私
の
『
通
義
』
が

争
う
も
の
は
た
だ
古
人
の
大
概
で
あ
っ
て
、
経
だ
の
史
だ
の
と
い
っ

た
門
戸
の
見
な
ど
は
じ
め
か
ら
持
ち
合
わ
せ
て
は
い
な
い
の
で
す
。）

 

（
上
朱
中
堂
世
叔
書
）
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史
之
大
原

0

0

0

0

、
本
乎

0

0

『
春
秋

0

0

』。『
春
秋

0

0

』
之
義

0

0

、
昭
乎
筆
削

0

0

0

0

。

筆
削
之
義
、不
僅
事
具
始
末
、文
成
規
矩
已
也
。
以
夫
子
「
義

則
竊
取
」
之
旨
觀
之
、
固
將
綱
紀
天
人
、
推
明
大
道
。
所
以

0

0

通
古
今
之
變
而
成
一
家
之
言
者

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
必
有
詳
人
之
所
略
、
異
人

之
所
同
、
重
人
之
所
輕
、
而
忽
人
之
所
謹
、
繩
墨
之
所
不
可

得
而
拘
、
類
例
之
所
不
可
得
而
泥
、
而
後
微
茫
秒
忽
之
際
、

有
以
獨
斷
於
一
心

0

0

0

0

0

0

0

。
及
其
書
之
成
也
、
自
然
可
以
參
天
地
而

質
鬼
神
、
契
前
修
而
俟
後
聖
。
此
家
學
之
可
貴
也
。

　

（
史
の
大
本
は
『
春
秋
』
に
求
め
ら
れ
る
。『
春
秋
』
の
義
は
筆
削
に

お
い
て
明
ら
か
に
な
る
。
筆
削
の
義
と
は
た
だ
事
柄
の
顛
末
を
列
序

す
る
だ
け
で
な
く
、
文
章
に
よ
っ
て
規
範
を
示
す
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
夫
子
が
「
義
は
則
ち
竊
に
取
る
」
と
仰
っ
た
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
、

も
と
よ
り
そ
れ
は
天
人
を
綱
紀
し
大
道
を
推
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

古
今
の
変
遷
に
通
じ
て
一
家
の
言
を
な
そ
う
と
す
る
も
の
は
、
必
ず

人
の
忽
せ
に
す
る
と
こ
ろ
を
詳
細
に
し
、
常
識
に
異
見
を
も
ち
、
軽

ん
ぜ
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
重
視
し
、
人
の
謹
む
と
こ
ろ
を
忽
せ
に
し
、

規
範
や
類
例
の
埒
外
に
あ
る
も
の
に
拘
泥
し
、
し
か
る
の
ち
に
茫
漠

と
し
て
捉
え
が
た
い
境
地
に
お
い
て
、一
心
を
も
っ
て
「
独
断
」
す
る
。

そ
の
書
物
が
完
成
す
る
や
天
地
に
な
ら
び
鬼
神
に
質
し
、
前
例
に
合

致
し
、
後
聖
を
俟
つ
。
こ
れ
が
家
学
の
尊
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。）

 

（
文
史
通
義
・
答
客
問
上
）

七
、
著
述
の
意
義
と
あ
り
方

『
文
史
通
義
』
原
道
下
を
引
く
。

上
古
結
繩
而
治
、
後
世
聖
人
易
之
以
書
契
、
百
官
以
治
、

萬
民
以
察
。
夫
文
字
之
用

0

0

0

0

0

、
為
治
為
察

0

0

0

0

、
古
人
未
嘗
取
以
為

0

0

0

0

0

0

0

著
述
也

0

0

0

。
以
文
字
為
著
述

0

0

0

0

0

0

、
起
於
官
師
之
分
職

0

0

0

0

0

0

0

、
治
教
之
分

0

0

0

0

途
也

0

0

。
…
…
夫
道
備
於
六
經

0

0

0

0

0

0

、
義
蘊
之
匿
於
前
者

0

0

0

0

0

0

0

、
章
句
訓

0

0

0

詁
足
以
發
明
之

0

0

0

0

0

0

。
事
變
之
出
於
後
者

0

0

0

0

0

0

0

、
六
經
不
能
言

0

0

0

0

0

、
固
貴

0

0

約
六
經
之
旨

0

0

0

0

0

、
而
隨
時
撰
述
以
究
大
道
也

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
太
上
立
德
、
其

次
立
功
、
其
次
立
言
、
立
言
與
立
功
相
準

0

0

0

0

0

0

0

。
蓋
必
有
所
需
而

後
從
而
給
之
、
有
所
鬱
而
後
從
而
宣
之
、
有
所
弊
而
後
從
而

救
之
、
而
非
徒
誇
聲
音
採
色
、
以
為
一
己
之
名
也
。
…
…
訓

詁
名
物
、
將
以
求
古
聖
之
跡
也
、
而
侈
記
誦
者
、
如
貨
殖
之

市
矣
。
撰
述
文
辭
、
欲
以
闡
古
聖
之
心
也
、
而
溺
光
採
者
、

如
玩
好
之
弄
矣
。
異
端
曲
學
、
道
其
所
道
、
而
德
其
所
德
、

固
不
足
為
斯
道
之
得
失
也
。
記
誦
之
學

0

0

0

0

、
文
辭
之
才

0

0

0

0

、
不
能

0

0
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不
以
斯
道
為
宗
主

0

0

0

0

0

0

0

、
而
市
且
弄
者
之
紛
紛
忘
所
自
也
。
宋
儒

起
而
爭
之
、
以
謂
是
皆
溺
於
器
而
不
知
道
也
。
夫
溺
於
器
而

不
知
道
者
、
亦
即
器
而
示
之
以
道
、
斯
可
矣
。
而
其
弊
也
、

則
欲
使
人
舍
器
而
言
道
。
夫
子
教
人
博
學
於
文
、
而
宋
儒
則

曰「
玩
物
而
喪
志
」。
曾
子
教
人
辭
遠
鄙
倍
、而
宋
儒
則
曰「
工

文
則
害
道
」。
…
…
義
理
不
可
空
言
也

0

0

0

0

0

0

0

、
博
學
以
實
之

0

0

0

0

0

、
文0

章
以
達
之

0

0

0

0

、
三
者
合
於
一
、
庶
幾
哉
周
孔
之
道
雖
遠
、
不
啻

累
譯
而
通
矣
。

　

（
上
古
は
結
縄
に
よ
っ
て
治
め
て
い
た
が
、
後
世
の
聖
人
は
そ
れ
に
か

え
て
文
字
を
用
い
た
。
百
官
は
そ
れ
に
よ
っ
て
統
治
し
、
万
民
は
そ

れ
に
よ
っ
て
明
察
に
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
文
字
の
用
途
は
、
統
治
の

た
め
、
明
察
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
古
人
は
著
述
な
ど
な
さ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
文
字
を
も
っ
て
著
述
を
な
す
こ
と
は
、
官
師
治
教
が

分
離
し
た
た
め
に
お
こ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
…
…
そ
も
そ
も
道
は
六

経
に
備
わ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
含
蓄
さ
れ
た
六
経
以
前
の

義
に
つ
い
て
は
、
章
句
訓
詁
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
で
き
る
。〔
し
か
し

な
が
ら
〕
状
況
が
変
化
し
た
後
の
時
代
に
つ
い
て
は
六
経
は
言
及
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
六
経
の
主
旨
を
約
取
し
て
時
勢
に
応

じ
て
撰
述
し
、
大
道
を
究
め
る
こ
と
が
尊
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
太
上

は
立
徳
、
そ
の
次
は
立
功
、
そ
の
次
は
立
言
と
さ
れ
て
お
り
、
立
言

は
立
功
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
。お
も
う
に
何
事
も
ま
ず
必
要
が
あ
っ

て
そ
れ
に
応
じ
て
供
給
さ
れ
、
鬱
屈
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
宣
明
さ

れ
、
弊
害
が
あ
っ
て
救
済
す
る
の
で
あ
っ
て
、〔
立
言
は
〕
た
だ
勝
手

に
声
を
張
り
上
げ
身
を
飾
っ
て
自
身
の
名
声
の
た
め
に
す
る
も
の
で

は
な
い
。
…
…
訓
詁
、
名
物
は
古
の
聖
人
の
事
跡
を
求
め
る
も
の
で

あ
る
が
、
記
誦
に
富
む
者
は
ま
る
で
貨
殖
の
市
場
の
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
う
。
著
述
、
詞
章
は
古
の
聖
人
の
心
を
闡
明
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
彩
り
に
溺
れ
る
者
は
ま
る
で
玩
物
に
堕
し
て
し
ま
う
。
異
端
曲

学
の
徒
は
そ
の
道
と
す
る
と
こ
ろ
を
道
と
し
、
そ
の
徳
と
す
る
と
こ

ろ
を
徳
と
す
る
た
め
、
も
と
よ
り
斯
学
の
得
失
を
論
じ
る
に
た
ら
な

い
。
記
誦
の
学
や
文
辞
の
才
は
斯
道
の
宗
主
と
し
な
い
わ
け
に
は
い

か
な
い
の
に
、
そ
れ
を
市
場
や
玩
物
に
堕
し
て
し
ま
う
者
は
紛
々
と

し
て
本
来
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
宋
儒
が
起
こ
る
と
、

そ
の
よ
う
な
輩
と
論
争
を
し
て
器
に
溺
れ
て
道
を
忘
れ
る
も
の
と
み

な
し
た
。器
に
溺
れ
て
道
を
忘
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、ま
た
、器
に
よ
っ

て
道
を
示
す
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
問
題
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
弊
害

が
お
こ
っ
て
器
を
捨
て
て
道
を
論
じ
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
夫
子
は
博
く
文
に
学
べ
と
仰
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
宋
儒
は
そ
れ
を
玩
物
喪
志
と
い
う
。
曾
子
は
修
飾
に
よ
っ
て
文

辞
を
遠
く
に
及
ぼ
し
卑
俗
を
避
け
よ
う
と
し
た
の
に
、
宋
儒
は
巧
み



 ‒163‒

章学誠の著述観（下）

 （74）

な
文
章
は
道
を
損
な
う
と
い
う
。
…
…
義
理
は
空
言
す
べ
き
で
は
な

く
、
博
学
に
よ
っ
て
こ
れ
を
実
証
し
、
文
章
に
こ
れ
を
表
現
し
、
三

者
が
一
体
と
な
る
こ
と
で
、
周
公
の
道
は
遠
い
と
は
言
い
な
が
ら
解

釈
を
重
ね
て
そ
れ
に
到
達
で
き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。）

す
で
に
上
篇
に
お
い
て
も
見
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
、
六
経
以
前
の
道
の
あ
り
方
は
訓
詁
を
通
じ
て
理
解
す
る

こ
と
が
出
来
る
が
、六
藝
は
あ
く
ま
で
も
先
王
の
政
典
で
あ
り
、

時
代
の
変
化
に
は
対
応
で
き
な
い
、
そ
こ
で
時
に
応
じ
て
撰
述

を
し
て
道
を
追
求
し
て
い
く
ほ
か
な
い
と
語
ら
れ
て
い
る
。
戴

震
以
来
の
義
理
・
考
拠
・
詞
章
の
問
題
を
調
停
し
つ
つ
、
個
人

の
著
述
が
積
極
的
に
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
意
義
が
六

藝
同
様
、
治
道
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
も
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
ほ
か
に
も
、「
近
日
學
者
風
氣
、
徵
實
太
多
、
發
揮
太
少
、

有
如
蠶
食
葉
而
不
能
抽
絲
。（
近
頃
の
学
者
の
風
気
は
実
証
が
多
す

ぎ
て
、
発
揮
が
少
な
す
ぎ
る
、
ま
る
で
蚕
が
桑
の
葉
を
食
べ
も
糸
を
紡

げ
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
）」（
與
汪
龍
莊
書
）
な
ど
と
個
人
の
著

述
に
対
す
る
肯
定
的
発
言
は
多
く
見
ら
れ
る
四
。
そ
し
て
そ
の

際
、
重
視
さ
れ
る
の
が
、
こ
れ
ま
で
の
諸
引
用
か
ら
明
ら
か
な

よ
う
に
、
他
で
も
な
い
、
著
者
自
身
の
発
明
・
自
得
・
独
断
な

の
で
あ
る
。
著
述
は
だ
れ
に
も
成
り
代
わ
る
こ
と
の
で
き
な

い
、
今
、
こ
こ
に
い
る
、
自
分
自
身
に
よ
る
一
家
言
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
た
と
え
ば
、
考
証
学
の

先
蹤
と
し
て
当
時
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
尊
敬
を
集
め
て
い
た
王
応

麟
（
一
二
二
三
〜
一
二
九
六
）
の
業
績
に
つ
い
て
、章
学
誠
は
、「
王

伯
厚
氏
搜
羅
摘
抉
、
窮
幽
極
微
。
其
於
經
傳
子
史
、
名
物
度
數
、

貫
串
旁
騖
、
實
能
討
先
儒
所
未
備
。
其
所
纂
輯
諸
書
、
至
今

學
者
資
衣
被
焉
。（
王
応
麟
の
資
料
探
求
操
作
は
微
に
入
り
細
を
穿
つ

精
確
な
も
の
で
あ
る
。
経
伝
子
史
、
名
物
制
度
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、

首
尾
一
貫
か
つ
縦
横
無
尽
で
、
先
儒
の
な
し
え
な
か
っ
た
も
の
を
研
討

し
え
て
い
る
。
そ
の
纂
輯
し
た
諸
書
は
今
に
至
る
ま
で
学
者
を
裨
益
し

て
い
る
。）」（
博
約
上
）と
高
く
評
価
す
る
一
方
で
、「
然
王
氏
諸
書
、

謂
之
纂
輯
、
可
也
、
謂
之
著
述
、
不
可
也
。
謂
之
學
者
求
知
之

功
力
、
可
也
、
謂
之
成
家
之
學
術
、
則
未
可
也
。（
し
か
し
王
氏

の
諸
書
は
纂
輯
と
は
い
え
る
が
、
こ
れ
を
著
述
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
学
者
が
知
を
求
め
る
努
力
と
は
い
え
る
が
、
一
家
の
学
と
い
う
に

は
及
ば
な
い
。）」（
同
上
）
と
し
て
、著
述
と
は
認
め
な
い
の
で
あ
っ

た
。
一
家
言
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
『
史
記
』
太
史
公
自
序
に

も
と
づ
く
こ
と
ば
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
自
身

の
見
識
を
示
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
島
田

次
は
そ
こ
に
「
陽
明
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学
の
思
い
が
け
な
い
発
露
」
を
見
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
見
識

こ
そ
、
章
学
誠
が
史
学
に
お
い
て
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
心
術
な
の
で
あ
ろ
う
五
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
姿
勢
は

や
は
り
自
身
の
性
情
に
し
た
が
っ
た
専
門
へ
の
潜
心
と
と
も
に
、

道
に
対
す
る
全
面
的
帰
依
（
諦
観
？
）
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
か

ら
生
ま
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

八
、
ま
と
め

章
学
誠
に
と
っ
て
あ
ら
ゆ
る
著
述
は
誰
に
も
な
り
か
わ
れ
な

い
著
者
の
自
己
表
現
で
あ
る
と
同
時
に
不
可
知
な
る
道
の
一
端

で
も
あ
っ
た
六
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
、「
愚
之
所
見
、
以
爲
盈
天

地
間
、
凡
渉
著
作
之
林
、
皆
是
史
學
。（
私
の
考
え
で
は
天
地
の

間
を
満
た
す
も
の
、
お
よ
そ
著
作
の
林
に
わ
た
る
も
の
は
、
み
な
史
学

で
あ
る
。）」
と
し
て
、『
史
籍
考
』
が
「
包
經
、
兼
采
子
集
（
経

を
包
み
こ
み
、
子
や
集
を
兼
收
）」
す
る
も
の
と
し
て
企
画
さ
れ
た

の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
文
人
之
有
年
譜
、
前
此
所
無
。
宋
人

爲
之
、
頗
覺
有
補
於
知
人
論
世

0

0

0

0

之
學
、
不
僅
區
區
考
一
人
文
集

已
也
。
蓋
文
章
乃
立
言
之
事

0

0

0

0

0

0

0

、
言
當
各
以
其
時

0

0

0

0

0

0

。
…
…
前
人
未

0

0

0

知
以
文
爲
史
之
義

0

0

0

0

0

0

0

、
故
法
度
不
具
、
必
待
好
學
深
思
之
士
、
探

索
討
論
、
竭
盡
心
力
、
而
後
乃
能
彷
彿
其
始
末
焉
。（
文
人
に
年

譜
を
作
成
す
る
と
い
う
こ
と
は
こ
れ
よ
り
以
前
に
は
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
宋
人
が
こ
れ
を
作
っ
た
の
は
、
知
人
論
世
の
学
に
大
き
な
貢
献

を
な
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
は
た
だ
一
人
の
文
集
を
考
察
す
る
だ

け
の
も
の
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。
文
章
と
は
立
言
の
こ
と
で
あ
り
、
立

言
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
も
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
先
人
は
文

が
史
で
あ
る
と
い
う
意
義
を
し
ら
ず
、
方
法
も
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
好
学
深
思
の
士
に
よ
る
探
求
討
論
、
潜
心
尽
力
に
よ
っ
て
、

よ
う
や
く
そ
の
顛
末
が
彷
彿
と
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。）」（
韓

柳
二
先
生
年
譜
書
後
）、「
人
物
之
次

0

0

0

0

、藝
文
為
要

0

0

0

0

。近
世
志
藝
文
者
、

類
輯
詩
文
記
序
、
其
體
直
如
文
選
。
而
一
邑
著
述
目
錄
、
作
者

源
流
始
末
、
俱
無
稽
考
、
非
志
體
也
。
今
擬
更
定
凡
例

0

0

0

0

0

0

、
一
倣

0

0

班
志

0

0

、劉
略

0

0

、標
分
部
匯

0

0

0

0

、刪
蕪
擷
秀
、跋
其
端
委
、自
勒
一
考
、

可
為
他
日
館
閣
校
讎
取
材

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
斯
則
有
裨
文
獻
耳
。（〔
地
方
志
に

お
い
て
〕
人
物
に
つ
い
で
芸
文
は
重
要
で
あ
る
。
近
世
の
芸
文
を
記
録

す
る
も
の
は
、
詩
文
や
記
序
を
蒐
集
す
る
際
に
、『
文
選
』
の
よ
う
な
体

裁
を
採
用
し
て
い
る
。
地
方
志
に
お
け
る
著
述
目
録
は
、
作
者
の
源
流

も
伝
記
も
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
志
の
体
を
な
し
て
い
な
い
。
い

ま
仮
に
凡
例
を
定
め
る
と
す
る
な
ら
ば
、ひ
た
す
ら
に
劉
向
班
固
に
従
っ

て
、
分
類
を
設
け
、
取
捨
を
お
こ
な
い
、
提
要
と
評
価
を
附
し
て
、
他
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日
の
史
館
に
よ
る
取
材
に
備
え
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
し
て
こ
そ
文
献

を
裨
益
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。）」（
修
志
十
議
）
な
ど
七
、

年
譜
の
意
義
に
つ
い
て
、
知
人
論
世
、
つ
ま
り
、
個
人
の
立
言

と
時
勢
の
変
化
を
知
る
よ
す
が
と
す
べ
き
だ
と
い
う
主
張
、
ま

た
、
地
方
志
に
も
劉
歆
・
班
固
に
な
ら
っ
て
目
録
を
も
う
け
、

そ
れ
と
は
別
に
詩
文
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
編
む
べ
き
だ
と
い
う

主
張
か
ら
は
、
そ
の
こ
と
が
実
践
に
お
い
て
も
心
が
け
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
八
。
以
下
に
引
く
二
例
は
章
学
誠
が

従
事
し
た
地
方
志
に
つ
い
て
そ
の
方
針
と
意
義
を
述
べ
た
も
の

で
あ
る
。
や
は
り
そ
こ
に
は
彼
の
校
讎
的
思
考
が
看
取
で
き
よ

う
。

凡
欲
經
紀
一
方
之
文
獻

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
必
立
三
家
之
學

0

0

0

0

0

0

、
而
始
可
以

通
古
人
之
遺
意
也
。
倣
紀
傳
正
史
之
體
而
作
「
志
」、
倣
律

令
典
例
之
體
而
作
「
掌
故
」、
倣
『
文
選
』、『
文
苑
』
之
體

而
作
「
文
徵
」。
三
書
相
輔
而
行
、
闕
一
不
可
。
合
而
為
一
、

尤
不
可
也
。
…
…
古
無
私
門
之
著
述
、
六
經
皆
史
也
。
後
世

襲
用
而
莫
之
或
廢
者
、
惟
『
春
秋
』『
詩
』『
禮
』
三
家
之
流

別
耳
。
紀
傳
正
史
、『
春
秋
』之
流
別
也
。
掌
故
典
要
、官『
禮
』

之
流
別
也
。
文
徴
諸
選
、
風
『
詩
』
之
流
別
也
。

　

（
一
地
方
の
文
献
を
整
理
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
か
な
ら
ず
三

家
の
学
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
て
は
じ
め
て
古
人
の

遺
志
に
通
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
正
史
紀
伝
体
に
な
ら
っ

て
「
志
」
を
作
る
こ
と
、
律
令
典
礼
に
な
ら
っ
て
「
掌
故
」
を
作
る

こ
と
、『
文
選
』『
文
苑
英
華
』
に
な
ら
っ
て
「
文
徴
」
を
作
る
こ
と
。

三
書
は
相
補
っ
て
機
能
す
る
も
の
で
あ
り
、
ひ
と
つ
が
欠
け
て
も
い

け
な
い
。
合
し
て
一
つ
に
す
る
の
は
も
っ
と
よ
く
な
い
。
…
…
古
に

は
私
門
の
著
述
と
い
う
も
の
は
な
く
、
六
経
は
す
べ
て
史
官
に
よ
る

記
録
で
あ
っ
た
。
後
世
に
伝
わ
っ
て
、
滅
び
る
こ
と
の
な
か
っ
た
も

の
は
、た
だ『
春
秋
』『
詩
』『
礼
』の
流
れ
を
汲
む
も
の
の
み
で
あ
っ
た
。

紀
伝
体
に
よ
る
正
史
は
『
春
秋
』
の
流
れ
で
あ
る
。
掌
故
典
要
は
『
礼
』

の
流
れ
で
あ
る
。
文
徴
な
ど
諸
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
は
『
詩
』
の
流
れ
で

あ
る
。） 

（
方
志
立
三
書
議
）

昔
隋
儒
王
通
嘗
謂
古
史
有
三
、『
詩
』『
書
』
與
『
春
秋
』
也
。

臣
愚
以
爲「
方
志

0

0

」義
本
百
國
春
秋

0

0

0

0

0

0

、「
掌
故

0

0

」義
本
三
百
官
禮

0

0

0

0

0

0

、

「
文
徵

0

0

」
義
本
十
五
國
風

0

0

0

0

0

0

。
古
者
各
有
師
授
淵
源
、
各
有
官

司
典
守
。
後
世
浸
失
其
旨
、
故
其
爲
書
、
離
合
分

、
往
往

不
倫
。
然
歷
久
推
衍
、其
法
漸
著
。
故
唐
宋
以
來
、正
史
而
外
、

有
『
會
要
』『
會
典
』、
以
法
官
禮
。『
文
鑑
』『
文
類
』
以
仿
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風
詩
。
蓋
不
期
而
合
於
古
也
。

　
（
昔
、
隋
代
の
碩
儒
王
通
は
古
史
に
は
、『
詩
』『
書
』『
春
秋
』
の
三

書
が
あ
る
と
い
っ
た
。
私
が
お
も
う
に
、
地
方
志
の
義
は
各
国
の
春

秋
に
も
と
づ
き
、
掌
故
の
義
は
三
百
の
官
礼
に
も
と
づ
き
、
文
徴
の

義
は
十
五
の
国
風
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
古
に
は
そ
れ
ぞ
れ
師

授
の
淵
源
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
官
吏
の
職
掌
が
あ
っ
た
。
後
世
そ
の

主
旨
が
廃
れ
、
書
籍
自
体
も
機
能
が
錯
綜
し
、
往
々
に
し
て
ま
と
ま

り
が
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
歴
史
を
経
る
に

従
っ
て
、本
来
の
方
法
が
次
第
に
ま
た
明
ら
か
に
な
っ
た
。唐
宋
以
降
、

正
史
以
外
に
会
要
・
会
典
が
で
き
た
の
は
官
礼
に
の
っ
と
っ
た
も
の

で
あ
る
。
文
鑑
・
文
類
は
国
風
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
は
期
せ
ず
し
て
古
に
合
致
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。）

 

（
爲
畢
制
府
擬
進
湖
北
通
志
序
）

章
学
誠
を
語
る
際
、
必
ず
、
取
り
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、
す
で

に
見
た
「
吾
於
史
學
、
蓋
有
天
授
。
自
信
發
凡
起
例
、
多
爲
後

世
開
山
。而
人
乃
擬
吾
於
劉
知
幾
。不
知
劉
言
史
法
、吾
言
史
意
。

劉
議
館
局
纂
修
、
吾
議
一
家
著
述
、
截
然
兩
途
、
不
相
入
也
。」

と
い
う
発
言
で
あ
っ
た
。
章
学
誠
は
こ
れ
に
続
け
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

至
於
史
學
義
例
、
校
讎
心
法
、
則
皆
前
人
從
未
言
及
、
亦

未
有
可
以
標
著
之
名
。
…
…
吾
於
史
學
、
貴
其
著
述
成
家
、

不
取
方
圓
求
備
、
有
同
類
纂
。
…
…
吾
讀
古
人
文
字
、
高
明

有
餘
、
沈
潛
不
足
、
故
於
訓
詁
考
質
、
多
所
忽
略
。
而
神
解

精
識
、
乃
能
窺
及
前
人
所
未
到
處
。

　

（
史
学
の
義
例
や
校
讎
の
心
法
に
つ
い
て
は
す
べ
て
前
人
が
言
い
及
ば

な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
だ
何
と
呼
ぶ
べ
き
か
も
定
ま
っ
て
い
な

い
。
…
…
私
は
史
学
に
お
い
て
は
そ
の
著
述
が
一
家
の
言
と
な
る
こ

と
を
尊
び
、
な
に
か
ら
な
に
ま
で
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
同
様
の
編

纂
物
が
あ
る
こ
と
を
求
め
て
い
な
い
。
…
…
私
は
古
人
の
文
章
を
読

ん
で
、
高
明
は
あ
ま
り
あ
る
が
、
沈
潜
に
は
不
足
し
て
お
り
、
訓
詁

や
実
証
に
は
疎
か
な
点
が
多
々
あ
る
。
し
か
し
全
身
全
霊
を
も
っ
て

前
人
が
到
達
し
得
な
か
っ
た
点
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

る
。） 

（
家
書
七
）

こ
の
よ
う
な
自
負
を
も
と
に
章
学
誠
が
取
り
組
ん
だ
の
が
一

家
の
著
述
で
も
あ
る
と
同
時
に
学
術
の
集
大
成
と
し
て
の
『
史

籍
考
』
編
纂
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
も
と
よ
り
「
考
鏡
源
流
」「
辨

章
学
術
」
を
具
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
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史
離
經
而
子
集
又
自
爲
部
次
、
於
是
史
書
於
羣
籍
畫
分
三

隅
之
一
焉
、
此
其
言
乎
統
合
爲
著
録
也
。
…
…
六
經
流
別
爲

史
部
所
不
得
不
收
者
也
。…
…
子
庫
之
通
於
史
者
什
之
九
也
。

…
…
集
部
之
書
又
與
史
家
互
出
入
也
。
蓋
史
庫
畫
三
之
一
、

而
三
家
多
與
史
相
通
、
混
而
合
之
則
不
清
、
拘
而
守
之
則
已

隘
。

　

（
史
が
経
か
ら
離
れ
る
と
子
集
も
ま
た
一
分
類
を
な
し
、
こ
う
し
て
史

書
は
羣
籍
の
一
隅
を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
そ
れ
ら
を
統

合
し
て
著
録
を
な
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
…
…
六
経
の
流
れ
は
史
部

に
収
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
…
…
子
部
の
九
割

は
史
に
通
じ
る
。
…
…
集
部
の
書
も
史
部
と
関
係
が
あ
る
。
史
部
は

他
の
三
類
と
区
別
さ
れ
る
と
は
い
え
、
三
家
は
多
く
史
部
と
通
じ
る

部
分
が
あ
る
。
混
雑
さ
せ
て
一
緒
に
し
て
し
ま
え
ば
分
類
が
不
明
に

な
る
し
、
分
類
に
拘
束
さ
れ
れ
ば
狭
隘
に
お
ち
い
っ
て
し
ま
う
。）

 

（
史
考
釋
例
）

『
史
籍
考
』
は
、
史
と
し
て
の
経
、
史
の
経
か
ら
の
独
立
、

そ
し
て
、
子
・
集
へ
の
展
開
と
い
う
学
術
史
・
著
述
史
を
企
図

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
道
の
あ
り
方
を
器
（
ま
た
そ

の
変
遷
）
か
ら
う
か
が
お
う
と
す
る
章
学
誠
の
壮
大
な
企
て
で

も
あ
っ
た
九
。
そ
の
事
を
端
的
に
示
す
一
文
を
引
用
し
よ
う
。

余
僅
能
議
文
史
耳
、
非
知
道
者
也
。
然
議
文
史
而
自
拒
文

史
於
道
外
、
則
文
史
亦
不
成
其
文
史
矣
。
因
推
原
道
術
、
爲

書
得
十
三
篇
、
以
爲
文
史
原
起
、
亦
見
儒
之
流
於
文
史
、
儒

者
自
誤
以
謂
有
道
在
文
史
外
耳
。

　

（
私
に
で
き
る
こ
と
は
文
史
を
論
ず
る
こ
と
だ
け
で
あ
り
、
も
と
よ
り

道
を
知
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
文
史
を
論
ず
る
の
に
文

史
を
道
の
外
に
追
い
出
し
て
し
ま
え
ば
文
史
は
文
史
で
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
道
術
の
源
を
推
し
量
っ
て
、
十
三
篇
を
な

す
こ
と
が
で
き
た
。
文
史
の
淵
源
を
お
も
ん
み
る
に
儒
家
が
文
史
に

流
れ
た
の
で
あ
る
が
、
儒
者
は
自
ら
を
誤
解
し
て
道
は
文
史
の
外
に

あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。） 

（
姑
孰
夏
課
甲
編
小
引
）

島
田

次
は
、「
今
日
で
は
、
そ
の
『
文
史
通
義
』
が
唐
の

劉
知
幾
の
『
史
通
』
と
な
ら
ん
で
、
中
国
の
代
表
的
な
史
学
理

論
の
書
、
歴
史
哲
学
の
書
で
あ
る
こ
と
は
、
も
は
や
定
論
で
あ

る
。
…
…
わ
た
く
し
は
嘗
て
章
の
六
経
皆
史
を
『
考
証
学
の
哲
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学
、
同
時
に
考
証
学
を
越
ゆ
べ
き
こ
と
の
哲
学
』
と
評
し
た
こ

と
が
あ
る
。
い
ま
と
な
っ
て
は
む
し
ろ
『
考
証
学
を
越
ゆ
べ
き

こ
と
の
哲
学
、
同
時
に
考
証
学
の
哲
学
』
と
い
う
べ
き
で
あ
っ

た
と
思
う
の
で
あ
り
、…
…
。『
六
経
皆
史
』
は
彼
の
主
著
『
文

史
通
義
』
を
一
貫
す
る
テ
ー
ゼ
で
あ
り
、
そ
の
史
学
思
想
全
部

を
要
約
す
る
テ
ー
ゼ
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
彼
が
こ
の
テ
ー
ゼ

を
掲
げ
た
の
は
、
真
の
史
学
は
い
か
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
か
、
を
追
求
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。」（
歴
史
的
理
性
批
判
―

六
経
皆
史
の
説
―
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
一
家
言
を
な
す
こ
と
を

重
視
す
る
個
人
の
著
述
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
六
経
皆
史
説
は

そ
の
前
史
に
す
ぎ
な
い
し
、
章
学
誠
の
校
讎
的
思
考
は
、
考
拠

の
み
な
ら
ず
、
義
理
、
詞
章
を
も
包
摂
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
島
田
は
、
ま
た
、「
章
学
誠
の
性
情
自
得
的
『
史
学
』

は
当
時
の
士
大
夫
社
会
の
風
気
た
る
考
証
学（
お
よ
び
宋
学
）を
、

批
判
し
、
包
摂
し
、
止
揚
し
よ
う
と
し
た
。
要
す
る
に
中
国

学
術
史
の
展
開
を
完
結
し
よ
う
と
し
た
。」（
章
学
誠
の
位
置
）
と

も
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
「
完
結
」
と
い
う
の
は
、「
六
経
皆

史
」
説
や
孔
子
の
位
置
づ
け
の
相
対
的
な
引
き
下
げ
に
儒
教
の

軛
か
ら
の
脱
却
の
契
機
を
見
出
し
た
こ
と
や
、
章
学
誠
の
「
聖

人
は
衆
人
に
学
ぶ
」
な
ど
と
い
う
発
言
を
清
末
の
龔
自
珍
な
ど

が
称
揚
し
、
新
思
潮
を
ひ
ら
い
た
点
か
ら
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
章
学
誠
が
著
述
に
求
め
た
意
義
は
あ
く
ま
で
も
治

道
の
追
求
と
い
う
点
に
あ
り
、
そ
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
載
道
説

と
ま
っ
た
く
同
様
の
旧
社
会
の
そ
れ
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
章

学
誠
の
中
国
学
術
史
上
に
お
け
る
意
義
は
、
劉
歆
が
『
七
略
』

に
よ
っ
て
古
代
の
学
術
を
総
括
し
た
の
に
な
ら
っ
て
、
著
述
の

淵
源
・
沿
革
を
理
論
の
上
で
総
括
し
よ
う
と
し
た
点
に
求
め
な

く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
六
経
を
別
格
と
す
る
も
の
の
、
全

て
の
著
述
を
史
、
あ
る
い
は
史
の
史
的
展
開
と
と
ら
え
（
自
ら

の
著
述
も
そ
の
中
に
位
置
づ
け
）
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
実
践

面
に
お
け
る
集
大
成
を
期
し
た
『
史
籍
考
』
は
未
完
に
お
わ

り
、
稿
本
も
焼
失
し
た
。
増
井
経
夫
は
、「
章
学
誠
は
当
時
流

行
し
て
い
た
考
拠
の
学
に
反
撥
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
理
論

の
根
拠
は
、
司
馬
遷
の
い
う
『
猶
お
信
を
六
芸
に
考
う
』
を
そ

の
ま
ま
受
け
て
こ
れ
を
絶
対
視
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
司
馬
遷

が
『
詩
書
缺
け
た
り
と
雖
も
』
と
い
っ
た
と
こ
ろ
を
捨
て
て
し

ま
い
、個
人
に
完
全
を
認
め
て
、信
仰
と
し
て
お
さ
え
て
し
ま
っ

た
。
考
証
学
が
疑
問
を
い
つ
も
持
ち
つ
づ
け
た
の
に
、
有
無
を

言
わ
せ
ず
高
飛
車
に
議
論
を
運
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
自
分
で
は

刻
苦
勉
励
し
た
つ
も
り
か
知
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
い
つ
も
安
易
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な
道
を
選
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。」（『
中
国
の
歴
史
書
』、
刀
水
書

房
、
一
九
八
四
年
）
と
そ
の
学
問
の
あ
り
方
と
成
果
に
厳
し
い
評

価
を
く
だ
す
十
。
た
し
か
に
先
学
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
六
経

皆
史
説
」
は
章
学
誠
に
は
じ
ま
る
も
の
で
は
な
く
十
一
、「
古
無

著
述
説
」
も
、そ
の
根
拠
は
、『
論
語
』
の
「
述
而
不
作
」
や
『
漢

書
』
藝
文
志
、『
荘
子
』
天
下
篇
な
ど
の
記
述
に
過
ぎ
ず
、
た

わ
い
も
な
い
と
い
え
ば
た
わ
い
も
な
い
も
の
で
は
あ
る
。
し
か

し
、
伝
統
的
学
術
の
考
証
学
的
立
場
か
ら
の
総
決
算
と
も
い
え

る
四
庫
全
書
編
纂
の
陰
に
、
時
流
に
は
ず
れ
た
一
学
者
の
（
性

情
自
得
的
）
営
為
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
四
庫
全
書

と
は
全
く
異
な
っ
た
形
で
伝
統
的
学
術
を
総
括
し
よ
う
と
意
図

し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
中
国

学
術
史
の
厚
み
、
凄
み
に
思
い
を
致
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

注
釈

一 

中
で
も
特
に
有
名
な
の
は
姚
鼐
（
一
七
三
一
〜
一
八
一
五
）
の
も
の

で
あ
る
が
、
義
理
、
考
拠
、
詞
章
の
関
係
は
曾
国
藩
な
ど
も
言
及
し

て
お
り
、
清
末
ま
で
続
い
て
い
た
。

二 

こ
の
ほ
か
に
も
、説
林
に
は
「
人
之
有
能
有
不
能
者
、無
論
凡
庶
聖
賢
、

有
所
不
免
者
也
。
以
其
所
能
而
易
其
不
能
、
則
所
求
者
、
可
以
無
弗

得
也
。
主
義
理
者
拙
於
辭
章
、
能
文
辭
者
疏
於
徵
實
、
三
者
交
譏
而

未
見
有
已
也
。
義
理
存
乎
識
、
辭
章
存
乎
才
、
徵
實
存
乎
學
、
劉
子

玄
所
以
有
三
長
難
兼
之
論
也
。
一
人
不
能
兼
、
而
咨
訪
以
為
功
、
未

見
古
人
絶
業
不
可
復
紹
也
。」
と
あ
る
な
ど
、
こ
の
類
の
発
言
は
枚

挙
に
暇
が
な
い
。

三 

た
と
え
ば
、「
報
孫
淵
如
書
」
に
、「
承
詢
『
史
籍
考
』
事
、
取
多
用

宏
、
包
經
而
兼
采
子
集
、
不
特
如
問
地
理
之
類
已
也
。
…
…
愚
之
所

見
、
以
爲
盈
天
地
間
、
凡
渉
著
作
之
林
、
皆
是
史
學
。
六
經
特
聖
人

取
此
六
種
之
史
以
垂
訓
者
耳
。
子
集
諸
家
、
其
源
皆
出
於
史
。
末
流

忘
所
自
出
、
自
生
分
別
、
故
於
天
地
之
間
別
爲
一
種
不
可
收
拾
不
可

部
次
之
物
、
不
得
不
分
四
種
門
戸
矣
。
此
種
議
論
、
知
駭
俗
下
耳
目
、

故
不
敢
多
言
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
章
学
誠
の
手
紙
に
は
、
先
人
未

発
と
い
う
自
身
の
見
解
と
と
も
に
、
そ
れ
を
他
者
に
漏
ら
さ
な
い
よ

う
に
と
い
う
但
書
が
附
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

四 

こ
れ
に
続
い
て
、「
韓
子
文
起
八
代
之
衰
、
而
古
文
失
傳
亦
始
韓
子
。

蓋
韓
子
之
學
宗
經
而
不
宗
史
、
經
之
流
變
必
入
於
史
、
又
韓
子
之
所

未
喩
也
。
…
…
拙
撰
『
文
史
通
義
』、
中
間
議
論
開
闢
、
實
有
不
得

已
而
發
揮
、
爲
千
古
史
學
闢
其
榛
蕪
。」
と
あ
る
の
も
、
章
学
誠
の

史
学
と
経
学
、
ま
た
韓
愈
に
対
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
て
興
味
深
い
。

五 

『
文
史
通
義
』
史
德
に
、「
史
所
貴
者
義
也
、
而
所
具
者
事
也
、
所
憑

者
文
也
。
…
…
非
識
無
以
斷
其
義
、
非
才
無
以
善
其
文
、
非
學
無
以

練
其
事
、
三
者
固
各
有
所
近
也
、
其
中
固
有
似
之
而
非
者
也
。
記
誦

以
爲
學
也
、
辭
采
以
爲
才
也
、
擊
斷
以
爲
識
也
、
非
良
史
之
才
學
識

也
。
…
…
能
具
史
識
者
、必
知
史
德
。
德
者
何
。
謂
著
書
者
之
心
術
也
。

…
…
蓋
欲
爲
良
史
者
、
當
愼
辨
於
天
人
之
際
、
盡
其
天
而
不
益
以
人

也
。
盡
其
天
而
不
益
以
人
、
雖
未
能
至
、
苟
允
知
之
、
亦
足
以
稱
著
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書
者
之
心
術
矣
。」
と
あ
り
、「
志
隅
自
序
」
に
は
、「
鄭
樵
有
史
識

而
未
有
史
學
、
曾
鞏
具
史
學
而
不
具
史
法
、
劉
知
幾
得
史
法
而
不
得

史
意
。
此
予
『
文
史
通
義
』
所
爲
作
也
。」
と
あ
る
。

六 

た
と
え
ば
、「
學
者
但
誦
先
聖
遺
言
、
而
不
達
時
王
之
制
度
、
是
以

文
為
鞶

繡
之
玩
、
而
學
為
鬥
奇
射
覆
之
資
、
不
復
計
其
實
用
也
。」

（
史
釈
）
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
に
現
実
の
肯
定
と
治
道
へ
の
関
心

を
加
え
て
も
よ
い
と
思
う
。

七 

同
様
の
指
摘
は
顧
炎
武
の
「
不
可
妄
為
志
状
」
な
ど
に
も
み
ら
れ
る
。

八 

こ
の
ほ
か
に
も
、「
夫
既
志
藝
文
、
當
倣
『
三
通
』『
七
略
』
之
意
、

取
是
邦
學
士
著
選
書
籍
、
分
其
部
匯
、
首
標
目
錄
、
次
序
顛
末
、
刪

蕪
擷
秀
、
掇
取
大
旨
、
論
其
得
失
、
比
類
成
編
、
乃
使
後
人
得
所
考

據
、
或
可
為
館
閣
讎
校
取
材
、
斯
不
失
為
志
乘
體
爾
。」（
答
甄
秀
才

論
修
志
第
一
書
）、「
文
選
宜
相
輔
佐
也
。
…
…
文
有
關
於
土
風
、
人

事
者
、
其
類
頗
夥
、
史
固
不
得
而
盡
收
之
。
以
故
昭
明
以
來
、
括
代

為
選
、
唐
有
『
文
苑
』、
宋
有
『
文
鑒
』、
元
有
『
文
類
』、
明
有
『
文

選
』、
廣
為
銓
次
、
巨
細
畢
收
、
其
可
證
史
事
之
不
逮
者
、
不
一
而
足
。

…
…
此
文
選
、
志
乘
、
交
相
裨
益
之
明
驗
也
。」（
答
甄
秀
才
論
修
志

第
二
書
）
と
い
う
発
言
が
あ
る
。

九 

「
易
曰
『
形
而
上
者
謂
之
道
、
形
而
下
者
謂
之
器
。』
道
不
離
器
、
猶

影
不
離
形
。
後
世
服
夫
子
之
教
者
自
六
經
、
以
謂
六
經
載
道
之
書
、

而
不
知
六
經
皆
器
也
。」（
原
道
中
）、「
嗟
乎
。
道
之
不
明
久
矣
。
六

經
皆
史
也
。
形
而
上
者
謂
之
道
、形
而
下
者
謂
之
器
。
孔
子
之
作
『
春

秋
』
也
。
蓋
曰
『
我
欲
托
之
空
言
、
不
如
見
諸
行
事
之
深
切
著
明
。』

然
則
典
章
事
實
、
作
者
之
所
不
敢
忽
、
蓋
將
即
器
而
明
道
耳
。
其
書

足
以
明
道
矣
、

豆
之
事
、
則
有
司
存
、
君
子
不
以
是
為
瑣
瑣
也
。

道
不
明
而
爭
於
器
、
實
不
足
而
竟
於
文
、
其
弊
與
空
言
制
勝
、
華
辯

傷
理
者
、相
去
不
能
以
寸
焉
、而
世
之
溺
者
不
察
也
。
太
史
公
曰
『
好

學
深
思
、
心
知
其
意
。』
當
今
之
世
、
安
得
知
意
之
人
、
而
與
論
作

述
之
旨
哉
。」（
答
客
問
）
な
ど
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
章
学
誠
の

道
器
論
は
彼
の
文
史
校
讎
の
学
と
は
不
可
分
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
改
め
て
別
の
機
会
に
考
察
を
加
え
た
い
。

十 

増
井
経
夫
は
ま
た
、「
考
証
学
は
一
見
清
朝
翼
賛
の
性
格
を
も
っ
て

い
た
か
に
み
え
る
。
筆
者
は
多
く
官
僚
出
身
者
で
あ
り
、
清
朝
の
安

定
も
不
動
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
史
学
に
お
け
る
考
証
を
お
し
奨

め
れ
ば
ど
う
い
う
方
向
が
生
ま
れ
て
く
る
か
、
こ
と
に
文
人
的
思
考

は
自
由
の
萌
芽
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
も
の
と
、
お
そ
ら
く
専
制
者

に
は
感
得
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。 

…
…
い
や
考
証
学
そ
の
も
の
が
、

本
質
的
に
は
専
制
の
凍
結
に
溶
解
の
穿
孔
を
あ
け
る
仕
事
で
あ
っ

た
。
清
朝
で
は
幾
重
に
も
偽
装
し
て
い
た
が
、
ま
ず
経
学
を
忌
避
し

真
実
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
た
し
、
結
局
は
人
間
の
真
実
は
何
か
に

到
達
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
こ
れ
を
専
ら
専
制
に
順
応
す
る

も
の
と
見
誤
っ
た
た
め
に
、
考
証
学
か
ら
離
脱
し
よ
う
と
し
た
も
の

に
、
と
く
に
意
義
を
認
め
よ
う
と
す
る
出
発
点
が
で
き
た
。
ま
た
ま

さ
に
そ
れ
に
見
合
う
作
品
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
考
証
学
全
盛
の
乾

隆
期
に
、
こ
れ
に
一
顧
も
與
え
ず
に
史
学
に
理
論
的
な
構
成
を
試
み

た
も
の
、
そ
の
人
は
章
学
誠
（
一
七
三
八
〜
一
八
〇
一
）、
そ
の
作

品
は
『
文
史
通
義
』
で
あ
る
。」
と
も
述
べ
て
い
る
。

十
一 

前
篇
に
記
載
の
参
考
文
献
参
照
の
こ
と
。
章
学
誠
が
直
接
影
響
を
受

け
た
の
は
、
王
陽
明
『
伝
習
録
』
上
の
「
以
事
言
謂
之
史
、
以
道
言

謂
之
經
。
事
即
道
、
道
即
事
。
春
秋
亦
經
、
五
經
亦
史
。
易
是
包
犧

氏
之
史
、
書
是
堯
舜
以
下
史
、
禮
樂
是
三
代
史
、
其
事
同
、
其
道
同
、

安
有
所
謂
異
。」
な
ど
で
あ
ろ
う
。




